[bookmark: _pous41hwq62g]Cカード取得コース申込書（ダイビング）

ダイビングスクール又はダイビング事業者　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、Cカード取得コースへの参加を希望する申込者　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が提供するスクーバダイビングの講習及び認定手続に関し、次のとおり申込み及び確認を行う。

[bookmark: _951aojnz2lq0]第1条（目的）
本申込書は、乙が甲の提供するCカード取得コース（以下「本コース」という。）に申し込むにあたり、講習内容、受講条件、健康状態、安全管理、受講料金、キャンセル条件、認定基準、事故発生時の対応その他必要な事項を明確にし、甲乙間の権利義務及び責任範囲を整理することを目的とする。

[bookmark: _37v0exkeyd1]第2条（Cカード及び本コースの定義）
1. 本申込書において「Cカード」とは、所定のダイビング教育課程を修了し、認定基準を満たした者に対して、ダイビング指導団体等が発行する認定カードをいう。
2. Cカードは、ダイビングに関する所定の教育課程を修了したことを示すものであり、国家資格又はすべての水域における潜水能力を無条件に保証するものではない。
3. 本コースの講習内容、認定基準、潜水深度その他の条件は、甲が採用する指導団体の基準及び関係法令に従うものとする。
4. 乙は、Cカードの取得には、所定の講習への参加、知識及び実技の習得並びに認定基準への適合が必要であることを確認する。

[bookmark: _3q124ua8p49k]第3条（申込者情報）
乙は、本コースへの申込みにあたり、次の情報を正確に記入するものとする。
	項目
	記入欄

	氏名
	

	フリガナ
	

	生年月日
	年　　　月　　　日

	年齢
	歳

	性別（任意）
	

	住所
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	職業（任意）
	

	緊急連絡先氏名
	

	緊急連絡先電話番号
	

	緊急連絡先との続柄
	

	ダイビング経験
	□ なし　□ あり

	過去の体験ダイビング回数
	回

	泳力に関する申告
	

	その他連絡事項
	


2. 乙は、申込情報に変更が生じた場合、速やかに甲へ届け出るものとする。
3. 甲は、本コースの受講資格確認、安全管理及び認定申請に必要な範囲で、乙に追加情報又は資料の提出を求めることができる。

[bookmark: _c90kywulju5i]第4条（申込コースの内容）
乙が申し込む本コースの内容は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	コース名称
	

	指導団体
	□ PADI　□ SSI　□ NAUI　□ BSAC　□ その他（　　　　　）

	認定ランク
	□ オープンウォーター相当　□ その他（　　　　　）

	講習開始予定日
	年　　　月　　　日

	講習終了予定日
	年　　　月　　　日

	学科講習
	□ 対面　□ オンライン　□ 自習教材

	限定水域講習
	□ プール　□ 海洋の限定水域　□ その他（　　　　　）

	海洋実習
	日間

	講習予定場所
	

	担当インストラクター
	

	使用教材
	

	Cカード申請方法
	

	その他
	


2. 甲は、乙に対し、講習内容、実施場所、必要日数、受講資格及び認定条件について、申込み前に説明するものとする。
3. 天候、海況、施設の利用状況その他やむを得ない事情により講習内容又は日程を変更する必要が生じた場合、甲は乙に速やかに通知し、代替日程その他必要な対応について協議するものとする。

[bookmark: _rm52t8b8w0yr]第5条（受講資格）
1. 乙は、甲及び指導団体が定める年齢、健康状態、泳力その他の受講条件を満たしていることを確認する。
2. 乙が未成年者である場合、甲は、法令及び指導団体の基準に従い、親権者その他の法定代理人による必要な同意を取得するものとする。
3. 乙は、ダイビング講習に参加するために必要な身体能力及び健康状態について、甲から求められた事項を正確に申告するものとする。
4. 甲は、乙が受講条件を満たさない場合又は安全上の重大な懸念がある場合、合理的な理由を説明したうえで、受講の延期、制限又は中止を求めることができる。
5. 受講資格を満たさないことが判明した場合の料金の取扱いについては、事前に明示された条件及び関係法令に従うものとする。

[bookmark: _bv95wytux9wf]第6条（健康状態及びメディカルチェック）
1. 乙は、スクーバダイビングが水中で呼吸装置を使用する活動であり、健康状態によっては重大な事故又は身体への影響が生じる可能性があることを理解する。
2. 乙は、甲又は指導団体が指定する健康状態に関する質問票その他必要な書類に、正確かつ誠実に回答するものとする。
3. 乙は、呼吸器疾患、循環器疾患、耳鼻科疾患、神経疾患、意識消失の既往、服薬状況、手術歴その他潜水の安全性に関係する可能性がある事項について、指定された質問票に従って申告するものとする。
4. 甲は、申告内容又は指導団体の基準に照らして必要と認められる場合、乙に医師による潜水適性の確認又は所定の診断書の提出を求めることができる。
5. 医師による確認が必要とされる場合、乙は、必要な確認が完了するまで、対象となる水中講習に参加できないことを了承する。
6. 乙は、講習当日に発熱、強い疲労、飲酒の影響、体調不良その他安全な潜水を妨げる事情がある場合、速やかに甲へ申告するものとする。
7. 甲は、乙の健康状態に照らして潜水が危険と合理的に判断される場合、講習への参加を認めず、又は講習を中断することができる。

[bookmark: _sv36tnpqyslt]第7条（講習内容及び指導方法）
1. 甲は、採用する指導団体の教育基準に従い、乙に対して必要な学科講習、限定水域講習、海洋実習その他の教育を提供するものとする。
2. 甲は、乙の知識、技能及び習熟状況を確認しながら、安全に配慮して講習を進めるものとする。
3. 乙は、インストラクターの説明及び安全上の指示に従い、自己の理解度及び技能に応じて講習へ参加するものとする。
4. 乙が所定の技能を習得できない場合、甲は、必要に応じて追加練習、再講習又は受講日程の変更を提案することができる。
5. 追加講習が有料となる場合、甲は、実施前にその内容及び料金を乙へ説明し、同意を得るものとする。

[bookmark: _jglxc0tu1na1]第8条（ダイビングに伴う危険及び安全確認）
1. 乙は、スクーバダイビングには、水中環境及び呼吸装置の使用に起因する一定の危険が伴うことを理解する。
2. ダイビングに伴う主な危険には、次の事項が含まれる。
① 溺水及び呼吸に関する事故
② 減圧障害
③ 肺の過膨張障害その他の圧力変化に伴う障害
④ 耳、副鼻腔その他の圧平衡に関する障害
⑤ 潮流、波浪、視界不良その他の海況による危険
⑥ 海洋生物との接触による負傷
⑦ 器材の不具合又は誤操作に伴う事故
⑧ 低体温、熱中症、脱水及び疲労
⑨ その他水中活動に伴う予測困難な危険
3. 甲は、講習の実施にあたり、天候、海況、使用器材、参加者の技能及び健康状態等を確認し、合理的に必要な安全管理措置を講じるものとする。
4. 乙は、講習中に異常又は危険を感じた場合、速やかにインストラクターへ知らせるものとする。
5. 甲は、安全上必要と判断した場合、講習の中断、潜水深度の変更、実施場所の変更その他必要な措置を講じることができる。
6. 本条は、甲が法令上又は契約上負う安全配慮義務その他の責任を免除するものではない。

[bookmark: _fyyt4dngcrx5]第9条（ダイビング器材の使用）
1. 本コースで使用するダイビング器材の貸与又は持参に関する条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	重器材
	□ レンタル　□ 持参

	軽器材
	□ レンタル　□ 持参

	ウェットスーツ等
	□ レンタル　□ 持参

	ダイブコンピューター
	□ レンタル　□ 持参

	シリンダー
	□ 講習料金に含む　□ 別料金

	その他器材
	


2. 甲は、貸与する器材について、通常求められる点検及び管理を行い、安全な使用に適した状態で提供するものとする。
3. 乙は、器材の使用方法について説明を受け、インストラクターの指示に従って使用するものとする。
4. 乙が自己所有の器材を使用する場合、甲は、安全上必要な範囲で器材の状態を確認し、不適切と認められる器材の使用を制限することができる。
5. 乙の故意又は過失により貸与器材が破損又は紛失した場合、その責任及び費用負担は、具体的な事情及び関係法令に従って決定するものとする。
6. 通常の使用による摩耗又は甲の管理上の問題による故障について、乙は当然に賠償義務を負うものではない。

[bookmark: _vjt2neuj4e1m]第10条（受講料金及び支払条件）
本コースの受講料金及び支払条件は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	コース基本料金
	金　　　　　　　　　円（税込）

	教材費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	器材レンタル費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	海洋実習費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	Cカード申請・発行費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他費用
	金　　　　　　　　　円（税込）

	合計金額
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 現金　□ 銀行振込　□ クレジットカード　□ その他（　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日

	分割払い
	□ あり　□ なし

	振込手数料
	□ 甲負担　□ 乙負担


2. 甲は、受講料金に含まれるサービス及び含まれない費用について、乙が申込み前に確認できるよう明示するものとする。
3. 交通費、宿泊費、食費、追加講習費その他別途費用が発生する場合、甲は、その内容及び負担条件を事前に説明するものとする。
4. 甲は、乙の同意なく、申込時に合意した料金を一方的に増額しないものとする。
5. 乙は、合意した支払期限及び支払方法に従って受講料金を支払うものとする。

[bookmark: _x75vbiq7kms5]第11条（申込みの成立）
1. 乙は、本申込書及び甲が事前に提示した講習条件を確認し、必要事項を記入して甲へ提出することにより、本コースへの申込みを行う。
2. 本コースの受講契約は、甲が乙の申込みを承諾し、その旨を乙へ通知した時点で成立するものとする。ただし、別途適法かつ明確な合意がある場合は、その定めによる。
3. 甲は、受講契約の成立前に、講習内容、料金、支払条件、キャンセル条件及び認定基準その他重要な事項を乙に提示するものとする。
4. 乙が申込内容に虚偽の記載をした場合、又は受講資格を満たさないことが判明した場合、甲は、必要な事情を確認したうえで、法令及び契約条件に従って申込みを承諾しないことができる。

[bookmark: _yjziqjeo4js4]第12条（キャンセル及び返金）
1. 乙は、甲が指定する連絡方法により、本コースの申込みをキャンセルすることができる。
2. キャンセルに伴う料金の取扱いは、次の条件によるものとする。
	キャンセル時期
	キャンセル料

	講習開始日の　　　日前まで
	

	講習開始日の　　　日前から　　　日前まで
	

	講習開始日の前日
	

	講習開始日当日
	

	無連絡不参加
	

	講習開始後の中途解約
	


3. 甲は、前項のキャンセル条件について、乙が申込み前に確認できるよう明示するものとする。
4. キャンセル料は、平均的な損害の額を超える部分が無効となる場合があることを踏まえ、消費者契約法その他関係法令に適合する合理的な内容とする。
5. 乙の健康上の事情、医師による潜水不適性の判断その他の理由によって講習を継続できない場合、甲乙は、講習の実施状況、既に発生した費用及び関係法令を踏まえ、返金又は日程変更について協議するものとする。
6. 法令上認められる解除権又は返金請求権は、本条によって制限されない。

[bookmark: _nsxn1etlk7o5]第13条（天候及び海況による講習変更）
1. 甲は、台風、強風、高波、雷、潮流、視界不良その他の自然条件により安全な講習が困難と判断した場合、講習を延期、中止又は変更することができる。
2. 甲は、前項の措置を講じる場合、可能な限り速やかに乙へ通知するものとする。
3. 講習が延期された場合、甲乙は、代替日程について協議するものとする。
4. 講習が中止となり、代替日程の設定が困難な場合、甲乙は、未実施部分の料金、既に提供された役務及び実際に発生した費用等を踏まえ、返金その他の対応を協議するものとする。
5. 甲の責めに帰すべき事由によって講習が実施できなかった場合の責任については、関係法令に従うものとする。

[bookmark: _g533p3m7jtu6]第14条（講習の中断及び受講制限）
1. 甲は、乙が次の各号のいずれかに該当する場合、安全確保のため、講習の中断又は受講制限を行うことができる。
① インストラクターの安全上の指示に従わない場合
② 飲酒又は薬物等の影響により安全な潜水が困難な場合
③ 健康状態に重大な懸念が認められる場合
④ 他の参加者又はスタッフに危険を及ぼす行為を行った場合
⑤ 講習の安全な実施に重大な支障が生じた場合
2. 甲は、前項の措置を講じる場合、緊急の場合を除き、その理由を乙に説明するものとする。
3. 講習の中断又は受講制限に伴う料金の取扱いについては、その原因、実施済みの講習内容及び関係法令に従い、合理的に決定するものとする。

[bookmark: _46higtdskobu]第15条（Cカードの認定及び発行）
1. 乙は、Cカードの取得には、指導団体が定める学科、実技、潜水経験その他の認定基準を満たす必要があることを確認する。
2. 甲は、乙が認定基準を満たしているかを、指導団体の基準に従って適切に評価するものとする。
3. 乙が所定の認定基準を満たさない場合、甲は、Cカードの認定又は発行申請を行わないことができる。
4. 甲は、乙に対して認定基準を満たしていない理由及び必要な追加学習又は技能習得の内容を説明するものとする。
5. 甲は、乙が所定の認定基準を満たした場合、指導団体の定める手続に従い、Cカードの認定申請を適切に行うものとする。
6. Cカードの発行時期及び発行方法は、指導団体の運用条件によるものとし、甲は、乙に対して事前に必要な情報を提供するものとする。
7. 本コースへの申込み又は料金の支払いのみをもって、Cカードの取得が保証されるものではない。

[bookmark: _itss6yyqq40w]第16条（追加講習及び再受講）
1. 乙が認定基準を満たすために追加講習又は再受講を必要とする場合、甲は、その理由、講習内容、必要日数及び費用を乙へ説明するものとする。
2. 追加講習又は再受講の実施については、甲乙協議のうえ決定するものとする。
3. 甲は、乙の同意なく有料の追加講習を実施し、又はその料金を請求しないものとする。
4. 甲の指導上の不備その他甲の責めに帰すべき事由によって再講習が必要となった場合の費用負担については、関係法令及び具体的な事情に従って決定するものとする。

[bookmark: _ab5iflcohl2u]第17条（緊急時の対応）
1. 講習中に乙の急病、負傷、潜水事故その他緊急事態が発生した場合、甲は、状況に応じて応急措置、救急要請、救助活動、医療機関への連絡その他必要かつ合理的な対応を行うものとする。
2. 甲は、緊急事態が発生した場合、可能な限り速やかに乙が指定する緊急連絡先へ連絡するものとする。
3. 減圧障害その他潜水に関連する疾病又は負傷が疑われる場合、甲は、必要に応じて救急機関及び潜水医学に対応可能な医療機関等との連携を図るものとする。
4. 緊急時に医療機関への搬送が必要となった場合、甲は、状況に応じて必要な手配及び情報提供に協力するものとする。
5. 医療行為の実施及び医療上の同意については、関係法令並びに医療機関の判断に従うものとする。
6. 医療費、救助費用、搬送費用その他の費用負担については、事故の原因、当事者の責任、保険の適用条件及び関係法令に従って決定するものとする。

[bookmark: _viaw78zb1ked]第18条（事故及び損害賠償責任）
1. 甲は、本コースの提供者として、講習の実施場所、指導方法、使用器材、参加者の技能その他安全に関係する事項について、合理的な安全管理措置を講じるものとする。
2. 甲の故意又は過失により乙に損害が生じた場合、甲は、関係法令に従い、その責任に応じて損害を賠償するものとする。
3. 乙の行為、健康状態、第三者の行為、自然条件その他の事情によって損害が生じた場合、その責任の有無及び範囲は、具体的な事情及び関係法令に基づいて判断するものとする。
4. 本申込書のいかなる規定も、甲の故意又は重大な過失による責任を免除し、又は法令上認められない範囲で甲の損害賠償責任を制限するものではない。
5. 事故又は損害が発生した場合、甲乙は、事実関係の確認及び必要な対応について誠実に協力するものとする。

[bookmark: _q72j0etxxo3p]第19条（保険の取扱い）
1. 本コースに関係する傷害保険、賠償責任保険その他の保険の加入状況及び補償条件は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	事業者の賠償責任保険
	□ 加入あり　□ 加入なし

	受講者向け傷害保険等
	□ 加入あり　□ 加入なし

	保険会社名
	

	保険商品・種類
	

	主な補償内容
	

	補償限度額
	

	補償対象外となる事項
	

	追加保険の加入
	□ 必要　□ 任意　□ 不要

	保険に関する問い合わせ先
	


2. 甲は、保険への加入の有無、補償内容及び主な免責事項について、乙に説明するものとする。
3. 乙は、保険に加入している場合であっても、すべての事故又は損害が補償対象となるものではないことを確認する。
4. 保険金の支払可否及び補償範囲は、保険契約の約款及び保険会社の判断によるものとする。
5. 保険への加入の有無は、甲の法令上又は契約上の責任を当然に免除するものではない。

[bookmark: _wbxms8lk35d]第20条（個人情報の取扱い）
1. 甲は、本コースの申込受付、本人確認、受講資格の確認、講習運営、緊急連絡、Cカード認定申請その他必要な目的の範囲内で、乙の個人情報を取得し、利用するものとする。
2. 甲は、取得した個人情報について、個人情報の保護に関する法律その他関係法令に従い、適切な安全管理措置を講じるものとする。
3. 健康状態、既往症、服薬状況その他慎重な取扱いを要する情報については、安全管理上必要な範囲に限定して取得し、適切に管理するものとする。
4. 甲は、Cカード認定申請その他の手続に必要な範囲で、指導団体等へ乙の個人情報を提供する場合、その提供先、利用目的及び提供する情報の範囲を乙に説明し、法令上必要な同意を取得するものとする。
5. 個人情報の保存期間、開示等の請求方法及び問い合わせ窓口については、甲が別途定める個人情報保護方針等によるものとする。

[bookmark: _gw1l966v66tp]第21条（写真及び動画の撮影）
1. 甲は、講習記録、技能確認、安全管理その他本コースの運営上必要な目的で、乙の講習状況を写真又は動画により撮影する場合がある。
2. 甲が乙の肖像を広告、SNS、ウェブサイトその他の広報媒体に掲載する場合、事前に利用目的及び掲載範囲を説明し、乙の同意を取得するものとする。
3. 乙は、次の各事項について同意の有無を選択する。
	利用項目
	同意の有無

	講習記録用の写真撮影
	□ 同意する　□ 同意しない

	講習記録用の動画撮影
	□ 同意する　□ 同意しない

	公式ウェブサイトへの写真掲載
	□ 同意する　□ 同意しない

	公式SNSへの写真掲載
	□ 同意する　□ 同意しない

	公式SNSへの動画掲載
	□ 同意する　□ 同意しない

	広告・宣伝素材への肖像利用
	□ 同意する　□ 同意しない


4. 乙が広報目的の撮影又は肖像利用に同意しない場合であっても、甲は、そのことのみを理由として乙を不当に不利益に取り扱わないものとする。
5. 乙は、肖像利用に関する同意の撤回又は掲載停止を申し出ることができ、甲は、法令及び実際の利用状況を踏まえ、合理的な範囲で対応するものとする。

[bookmark: _vpa7qnxlt9ue]第22条（未成年者の申込み）
1. 乙が未成年者である場合、親権者その他の法定代理人は、本コースの内容、受講条件、料金、安全上の注意事項及び認定条件を確認したうえで、必要な同意を行うものとする。
2. 甲は、未成年者の年齢、発達段階及び技能に応じて、適切な講習方法及び安全管理措置を講じるものとする。
3. 未成年者が参加できる講習内容、潜水深度、付き添い条件その他の制限については、指導団体の基準及び関係法令に従うものとする。
4. 親権者その他の法定代理人による同意は、甲が負う安全配慮義務その他の法的責任を免除するものではない。

[bookmark: _tzs9f4rpr2qt]第23条（禁止事項）
乙は、本コースへの参加に際し、次の各号に掲げる行為を行わないものとする。
① インストラクターの安全上の指示に正当な理由なく従わない行為
② 飲酒又は安全な潜水を妨げる薬物等の影響下で講習に参加する行為
③ 自己又は他の参加者の安全を著しく損なう行為
④ ダイビング器材を故意に破損し、又は不適切に使用する行為
⑤ 他の参加者、インストラクター又はスタッフに対する暴力、威嚇、嫌がらせその他の迷惑行為
⑥ 海洋生物、自然環境又は施設設備を故意に損傷する行為
⑦ 受講資格又は健康状態について虚偽の申告をする行為
⑧ その他法令又は事前に明示された安全規則に違反する行為

[bookmark: _e0hxnle7c3zb]第24条（講習終了後の取扱い）
1. 乙は、Cカード取得後も、自己の認定ランク、経験、技能及び健康状態に応じて、安全なダイビングを行う必要があることを確認する。
2. Cカード取得後のファンダイビング、器材購入、継続講習その他のサービスについては、別途申込み又は契約を必要とするものとする。
3. 甲は、乙に対して継続講習又は関連サービスを案内する場合、その内容及び料金を明示し、乙の自由な意思に基づく選択を尊重するものとする。

[bookmark: _p4k2b11idw0f]第25条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自らが暴力団、暴力団員その他これらに準ずる反社会的勢力に該当せず、これらの者を利用して不当な要求又は違法行為を行わないことを確認する。
2. 甲又は乙が前項に違反した場合、相手方は、関係法令に従い、必要な措置を講じることができる。
3. 本条に基づく契約解除その他の措置については、具体的な事情及び関係法令に従って取り扱うものとする。

[bookmark: _xxbgjssri8p8]第26条（協議事項）
1. 本申込書に定めのない事項又は本申込書の解釈について疑義が生じた場合、甲乙は、誠意をもって協議し、円滑な解決を図るものとする。
2. 本申込書と甲が別途提示する講習規約、料金表その他の書面との間に矛盾が生じた場合、関係法令に反しない範囲で、甲乙間で個別に確認した合意内容を優先するものとする。
3. 本申込書の内容を変更する場合、甲乙は、変更内容を明確にしたうえで合意するものとする。

[bookmark: _4lpsa3dud8ro]第27条（準拠法及び紛争解決）
1. 本申込書及びこれに基づく受講契約の成立、効力、解釈及び履行については、日本法を準拠法とする。
2. 本申込書に関連して紛争が生じた場合、甲乙は、まず誠実な協議による解決に努めるものとする。
3. 協議によって解決しない場合は、民事訴訟法その他関係法令に従い、管轄権を有する裁判所において解決するものとする。

[bookmark: _mjn87lddwzg5]第28条（最終確認及び申込意思）
乙は、本申込書及び甲が事前に提示した講習条件について説明を受け、又は自ら確認したうえで、次の事項を確認する。
□ 本コースの名称、講習内容及び指導団体を確認しました。
□ 受講資格、年齢条件及び必要な泳力について確認しました。
□ 健康状態に関する申告を正確に行い、必要な医師の確認について理解しました。
□ ダイビングに伴う危険及び安全上の注意事項について説明を受けました。
□ インストラクターの安全上の指示に従うことを確認しました。
□ 使用器材及びレンタル条件について確認しました。
□ 受講料金、追加費用及び支払条件を確認しました。
□ キャンセル料及び返金条件を確認しました。
□ 天候及び海況による講習変更の可能性を理解しました。
□ Cカードの取得には所定の認定基準を満たす必要があることを理解しました。
□ 緊急時の対応及び保険の補償内容について確認しました。
□ 個人情報の利用目的及び認定団体への提供条件を確認しました。
□ 写真及び動画の利用について、第21条の各項目に意思を表示しました。
□ 本申込書及び講習条件の内容を確認し、自らの意思で本コースへの参加を申し込みます。

[bookmark: _l5pzt8tnfgb2]
[bookmark: _5gdmjea88p1]
[bookmark: _pou5vhmreohf]
[bookmark: _g0ag2jlh1nl]
[bookmark: _dx80u645xoe]
[bookmark: _8xlsjwxp13lw]
[bookmark: _n4q9e3ybmc7j]
[bookmark: _jg1cg6anlseb]
[bookmark: _ogxm8m8wlpgn]
[bookmark: _o7e6gi9nv0ep]
[bookmark: _yn2peupkuxb9]申込者・事業者署名欄
乙は、本申込書の内容を確認し、本コースへの参加を申し込む。

甲は、申込内容及び受講資格を確認し、所定の手続に従って申込みを受け付ける。

申込日：　　　　年　　　月　　　日

甲（ダイビングスクール・事業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

担当インストラクター氏名：　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（申込者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日：　　　　年　　　月　　　日

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

親権者・法定代理人（未成年者の場合）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申込者との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

緊急連絡先

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申込者との続柄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業者記入欄
	項目
	内容

	申込受付日
	年　　　月　　　日

	申込受付番号
	

	受講資格確認
	□ 確認済　□ 確認中

	健康状態確認
	□ 確認済　□ 医師の確認が必要

	受講料金支払状況
	□ 未払い　□ 一部入金　□ 全額入金

	申込承諾
	□ 承諾　□ 保留　□ 不承諾

	承諾通知日
	年　　　月　　　日

	担当者名
	

	備考
	



